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は じめに

　近代に お け る 「男が仕事」「女は家庭」 とい う近代

家父長制 に 固有の 性役割分担が 成立 n して 以 後，男性

優位 の 社会構造とな っ て きt　 ：）
e

　現代 は そ の 伝統的な固定観念的な性役割分担を支持

す る もの と，男女平等観 に 基づ く性役割分担 に 否定的

な もの と に 二 分 さ れる
’1｝

。 また東
4）

は，看護職 の 職位

が 上昇す る に っ れて ， 両性具有型 と男性型 の 増加傾向

が 認 め られ る と述べ て い る 。 っ ま り就職 した て の
一般

看護婦 で は，未分化型が多 い が，学生指導，主任，婦

長と職位が 上 が る に した が っ て社会的望 ま しさ が 高く

な っ て い る こ とが わ か っ た 。 そ こ で ，わ れ わ れ は，こ

れまで 女性の 典型的な職業 とされて きた看護系学生を

対象に 神戸市内の 大学生 ， 短大生 ， 専門学校生 に 対 し

て 心理学 で 注目 され て い る概念 で あ る両性具有 （an −

drogyny）s・4｝
に つ い て の 実態調査を行 っ た 。 両性具

有 は，従来の 男女役割特性を両極 に対立 させ る もの で

は な く， 別個の 独立 した次元の もの で あ る との 前提で ，

両方 の 特性をあわせ もち，状況 に 応 じて そ れらを駆使

で き る人間が男女を問わ ず も っ と も適応的で 理想的な

人格 の 持 ち 主 と す る 論 で あ る 。
ベ ム の 両性具有尺度

（BSRI） は，そ の 代表的な もの で あ る
6・7）。また 日本

語版心理 的両性具有 に つ い て は ， 性役割尺度 （PAQ ）

な どが あ る
5・　s ）

。 本調査 で は，現代 の 若者 の 性役割 を

日本語版性役割志向性尺度 （ISRO）
e｝ と性役割尺度

（PAQ ）を用 い て そ の 関連性を検討 した
。

　今回 の 調査 に お い て，こ の 2 つ の 調査票を使用 した

理由として は，（D調査項 目が少 な く，比較的簡単な 質

問紙で あ る こ と，   信頼性 ・妥当性の 検討が な され て

い る こ との 2点で ある 。

1）ISRO （lnventory　of 　Sex−Role　Orientation）尺度

　Dreyer，D ．A ．’°） ら は性役割志向性 （Sex−role　 orien −

tation） とい う概念を構成 し，そ れ らを測定す る た め

の 16項目からな る性役割志向性尺度 （ISRO） を作成

した。Dreyerに よ る と，伝統的 な性役割志向を もっ
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人，とりわけ女性は ， その 行動 が 古 い 世代か ら受けつ

が れ た習慣や慣例に よ っ て 規定 されて お り，男女平等

へ と向か っ て い る現代 の 風潮に も関わ らず ， そ の 影響

は少な い
。 そ れ に対 して フ ェ ミ ニ ス ト は，理論的 な側

面に お い て も，ま た 日常の 実践活動 の 側面 に お い て も，

社会 の 変革を求 め るし，政治的，経済的な面で の 男女

の平等を提唱す る傾向があると述 べ て い る。

　採点方法 は，採点 コ
ー

ド に 従 っ て 得点を求 b る 。 得

点可能 な 範囲 は 16点か ら80点で あ り， 得点が高い ほ ど

性別役割分担 を 否定す る傾向が強く，男女の 平等観 が

強い こ とを意味 して い る
S）。

2 ）　PAQ 　（The　Personal　Attributes　Questionnaire）

　　尺度

　ス ペ ン ス ら
m

が 1974年 に Sex　 Role　 Stereotype

Questionnairel2）を もと に 開発 し た性役割 ス ケール で

あ る。 こ の 性役割ス ケ
ー

ル の 項 目は，　
“
各 々項 目が男

女 を 問わ ず どの 程度望ま しい か ， 又 そ れが ど ち らの 性

に どの 程度典型的で あ る か
”

を評定 させ る もの で ある。

両方の 性 に と っ て 理想的で あ るが，よ り男性に と っ て

典 型 的 と され た特性 を M 尺度 と し，よ り女性 に と っ て

典型的とさ れた特性を F 尺度 とした 。 さらに どちらか

一
方 の 性 だ けに 望ましく，典型 的と さ れ た項目をMF

尺度 と して 設定 した項 目か らな る 。 本調査は24項目か

らな る縮小版PAQ を使用した ％

　PAQ 尺度 を 下位尺度別 に 整 理 す る と，男性性尺度

（M 尺度），女性性尺度 （F 尺度），社会的望 ま し さ

（MF 尺度）の 3 っ の 下位尺度か ら構成 され て い る 。

回答者 は各項 目に あ る性役割特性が ど の 程度 自己に あ

て は ま るか を 5段階評定で回答す る
8 ）

。

　採点基準 に つ い て は ，PAQ の 採点 コ ード に 合 わ せ

て採点す る。 質問ごとに 0〜4点を配点した 5点ス ケー

ル に な っ て お り， 各下位尺度の 得点範囲は 0〜32点 で

あ る 。

　　　　　　　　　 調査方法

1）対象

　神戸市内の 看護系女子学生 と して ，看護専門学校学

生47人， 短期大学部学生 145人，看護大学学 生 157人 の

348人 。 調査対象の 選定条件と して，（1）地域差 を考慮

しな くて も良い 同地域に あ る 看護婦養成所 で あ る こ と，

（2｝こ れまで 女性の 典型的な職業と さ れて きた看護婦

養成学校の学生で あ る こ と，   教 育形態がそれぞれ

違う こ と， （4）看護学実習を経験す る前 の 学生 で あ る

こ とを あ げ た 。 以 上 の 4点を満 た す 3校を 選 び調査を

行 っ た。

2）手続き

　平成10年 2 月 か ら平成10年 10月 に 調査を実施。 各学

校に お い て は ， 講義終了後に
， 調査 の 目的 の 説明 を行

い，承諾の 得 られ た対象者 にの み，ISRO とPAQ をセ ツ

トに して 配布 し，一斉に 実施， そ の 場で 回収 した。説

明 に 当た っ て は ，ISRO とPAQ に つ い て の 内容説明 と

と もに ， 他施設 の 学生 との 比較を行 うこ と も併 せ て 了

解を求め ， 結果は ， す で に フ ィ
ー ドバ

ッ ク した 。

3）分析方法

　結果 の 集計 と分析 に 関 し て は，統計 パ
ッ ケ

ージ

SPSSi3〕を使用 した。

　〔1）年齢に関して は ， 各群の 平均お よ び標準偏差 を

求 め，全体の 群間差 を
一

元 配置の 分散分析で 検討 した。

群間 に 有意差 が 認 thられ た場合は ， 有意差 の あ る群間

を特定す る た め に，さ らに テ ユ
ーキー法

lq）
に よ り 多重

比較 を行う こ ととした。

　（2）ISROに関して は ， 教育形態別に各対象者 の 総得

点 の 平均得点 と標準偏差 を 算出 し，次 に群 間 の 差 を み

た 。 採点は採点 コ
ー

ドに従 っ て 各対象者の 各下位尺度

の 得点 を求め た 。 差 の 検定は ，

一
元配置 の 分散分析 を

行 い，群間 に 有意差が 認 め られ た場合は，テ ユ
ーキ ー

法 に よ り多重比較を行 う こ と と した 。

　〔3｝PAQ に 関して は
， 各群ご と に 男性性尺 度 （M 尺

度），女性性尺度 （F 尺度）お よ び社会的望 ま し さ

（MF 尺度）の 平均得点お よ び標準偏差を求め た。 そ

して
一

元配置の 分散分析に よ っ て 教育形態別 の 差をみ

た 。 次に全対象者個 々 につ い て，心理的両性具有型 ，

男性型，女性型， 未分化型 に分類し， 各群ご と に，各

性役割 パ ー
ソ ナ リテ ィ 類型 の 人数を数え，出現率を計

算した 。 分類基準は ， 東
゜
が用 い たパ ーセ ン タ イ ル 順

位 を基準 と した分類基準を採用 した。そ の 後教育形態

別 に 3 × 4 の カ イニ乗検定を行 い 差 の 検定をお こ な っ

た 。

　（4）ISRO とPAQ お よ び教育形態と の 関連を検討す

るた め に教育形態別 に心理的両性具有型，男性型 ， 女

性 型，未分化型，そ れ ぞ れ の ISRO の 平均得点と標準

偏差を算出した 。 そ して教育形態別の 差をみるた め に

性役割パ ー
ソ ナ リテ ィ （4水準） × 教育形態 （3水準）
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の 二 元配置 の 分散分析を行 っ た。また全学生を対象に，

性役割 パ ー
ソ ナ リテ ィ 分別 に ISRO 平均得点 の 差 を み

た。 差 の 検定 は
一

元配置 の 分散分析を行うこ ととした 。

群間 に 有意差 が認 め られ た場合は，テ ユーキ ー法 に よ

り多重比較を行う こ と と した 。

調査結果

1） 調 査対象群 の 年齢 比較

　各教育形態別の 平均年齢は，看護専門学校生24．34

± 6．17歳，短期大学部学生19．06± 1，95歳 看護大学学

生 19，31± 1，57歳で あ っ た 。 各学校群を一
元配置 の 分

散分析 で差 の 検定を行 っ た結果， 1％水準 で有意 の 差

が み られ た （F ［2，345］＝69．733，pく，01）。さ らに テ ユー

キー法に よ る多重比較を した と こ ろ看護専門学校生 と

短期大学部学生 お よ び看護大学学生との 間 に 5 ％水準

で 有意 の 差 が み られ た 。

2） ISROの総得点か らみた 教育形態別 の 比較

　表 1 は，各教育形態別の 平均得点 と標準偏差 を 示 し

たもの で ある。 各教育形態別 の 差を比較するた め に，
一

元配置 の 分散分析を行 っ た とこ ろ 3 群間 に 有意差が

あ っ た （F ［2，346］；6．29，p＜．01）。 さ らに そ れ ぞ れ

を テ ユ
ーキー

法 に よ り多重比較 を した結果，看護専門

学校生と短期大学部学生 お よ び看護大学の学生の間に

5 ％ 水準 で 有意差が あ っ た
。

3）PAQ 得点か ら みた教育形態別の 比較

　〔1）男性性尺度 （M 尺度），女性性尺度 （F尺度），

社会的望ま しさ （MF 尺度） に っ い て，各教育形態別

の 平均値 お よ び 標準偏差 の 結果を表 1に示 した 。 M 尺

度， F 尺度，
　 MF 尺度の 教育形態別の 差をみ る た め に

一元 配 置 の 分 散 分 析 を行 っ た。そ の 結 果，男 性 性 尺 度

（M 尺度），女性性尺度 （F 尺度），社会的望ま し さ

（MF 尺度） そ れ ぞ れ に 差 は み られ な か っ た 。

　（2）性役割 パ ー
ソ ナ リ テ ィ の 分類 に した が っ て ，心

理的両性具有，男性型，女性型，未分化型 に分 け分類

を行 い，教育形態別 に 出現率 を算出 し表 2 に 示 した。

ま た教育形態別 の差をみ るた め に カ イニ乗検定を行っ

た と こ ろ有意の 差はみ られ な か っ た 。 しか し看護大学

学生 で は，両性具有型21．e％，男性型27．4％，女性型

28．7％ ， 未分化型22．9％ で あ り他の学生 と比較す る と

両性具有型お よ び男性型 が よ り多 く出現 して い た。

4） ISROと教育形態およびPAQ との 関連

　性役割 パ ー
ソ ナ リテ ィ 分類 別 （両 性具 有型，男性型，

女性型，未分化型）に よ るISRO の総得点の 平均値お

よ び標準偏差 は表 3に 示す 通 りで あ る。 教育形態 と性

表 1　 教 育形態別 の ISRO 得点 とPAQ 各項目得点

看護専 門学校生 短 期大学 部学 生 看 護大学学生

項 目 平均得点 SD 平均得点 SD 平均得点 SD

ISRO得 点 56，857 ．8060 ，176 ．9260 ，906 ．57 ＊　＊

PAQ −MPAQ

−FPAQ

−MF

主5．3620

．8012

．23

4．003

．083

．76

154420

，541128

4，703

．843

．65

15．8119

，9912

．03

4．003

．773

．48

N ．SN

．SN

．S

＊ ＊
一

元配 置 の 分散 分析で p＜．01

表 2　教育形態別の 性役割パ ーソ ナ リテ ィ の 人数と 出現率

看護専門学校生 短期大学部学生 看護大学学生

人数 ％ 人数 　 　 　 ％ 人数 ％

両性具 有型

男性型

女性型

未分化型

911151219．123

．43L925

．5

294937

30　 　 　 20．7

　　 　　 20．0

　　 　　 33．8

　　 　　 25．5

3343453621．027

，428

．722

，9

合計 47 100 145 100 157 100
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表 3　 教育形態 お よびPAQ のISRO 尺度得点

看護専 門学校生 短期 大学 部学生 　 　　 看護 大学学生

項 目 平均得点 SD 平均得 点 SD 平均 得点 SD

両性具有型

男性型

女 性型

未分化型

60，4459

．4554

，7354

．42

8．915

，806

．658

，92

60，1360

．7259

．8060

，24

7．707

．376

．306

．95

61．0963

，1658

．6460

，86

6，965

，686

．436

，79

役割パ ー
ソ ナ リテ ィ 分類別 の 差 を み る た め に 二 元配 置

の 分散分析 を 行 っ た と こ ろ，性役割パ ー
ソ ナ リテ ィ 分

類 の 主 効 果 は 5 ％ 水 準 で 有 意 の 差 が あ っ た

（F ［3，337］＝ 3．77，p＜．05）。 ま た教育形態 の 主効果 も

1％水準 で 有意 の 差 が み られ た （F ［2，337］＝5．13，p

＜．01）。 しか し交互作用は み られ な か っ た
。 次 に 全学

生を対象に した性役割パ ー
ソ ナ リテ ィ 分類別の ISRO

総合得点 の 平均得点の 差を み た 。 差 の検定 は一
元配置

分散分析を行 っ た 。 そ の 結果 5％ の 水準で有意 の 差 が

み られ た （F［3，345］＝3，590，p〈，05）。 さ らに テ ユ
ー

キ ー
法 に よ る多重比較 を した 結果，男性型 と女性型 の

間 に 5％水準で有意の 差がみ られた。

考　　察

1）調査対象群 の 年齢比較

　調査対象の 年齢を比較 した と こ ろ ， 看護専門学校生

と他の 学生 と の 間 に 年齢差があ っ た。 こ の こ とか ら，

今後 の 考察 に お い て 年齢 に 関係す るで あ ろ う事項 に つ

い て は，配慮す る必要が あ る 。

2） rSRO の 総得点か らみた 教育形態別 の 比較

　看護専門学校生 と比較す る と短期大学部学生および

看護大学学生 は ， 男女の 平等観が強い ことが わか っ た 。

こ の こ とか ら，看護系 の 短 大生 も し くは 大学生 は，

「男 は仕事，女は家事 ・育児」 と い っ た性役割分担 に

は否定的な考え方を持 っ た学生が多く， 男女の 平等観

を強く持っ て い る こ と が わ か っ た 。 ま た東
9）

の 報告と

比較すると，神戸地区 の 看護系学生 は，同 じ関西 エ リ

ア （同志社大学，京都精華大学，関西大学） の 学生 の

平均値 （55，75± 8．82）と比 べ て も高い 傾向が あ っ た 。

但しこ の 調査は約10年前 の 調査で あるた め，今後同様

な調査を看護系以外の 学生で 行 う必要 が ある こ とが 示

唆 され た 。 また教育 レ ベ ル が高い ほ ど態度が平等主義

的 で あ る
15−LT）

こ とか ら女性学 な どの 学習 が 進む に っ れ

て，ISRO得点の 上昇 が 推測 され る 。 そ れ は，看護専

門学校生 の 平均年齢が高い に も関わ らず，ISRO の 平

均点が低い こ とか ら も うか が う こ とが で き る 。 今後，

この 調査 を縦断的に 行 う こ とに よ り明確して い く必要

性 が 示唆され た。

3 ）PAQ の 教育形態別の 比較

　〔DM 尺度，
　 F 尺度， MF 尺度 に っ い て は ， 教育形

態に よ る有意の 差は み られ な か っ た 。 ま た東
8 ）

の 報告

に よ る 早稲田大学 の 学生 の M 尺度 （16．1± 4．39）， F

尺度 （20．4± 4．22），MF 尺度 （11．9± 4．00） と比較す

る と，M 尺度に関 して は，低い 傾向が，　 F 尺度に関 し

て は，同様な 傾向が，MF 尺度 に 関 して は，や や高 い

傾向が 示 され た 。

　  さ らに性役割パ ーソ ナ リテ ィ 分類に よ る と， 教

育形態 に よ る有意 の 差 は認 め られ な か っ た 。 しか し看

護大学生は他 の 学生 と比較すると，両性具有型，男性

型がや や 多 くみ られ た 。 東の 調査報告
S 〕

に よ る と， 看

護職の 職位の 上昇 に 伴 っ て 両性具有型 お よ び男性型 の

増加を示す傾向が あ る と述べ て い る。 看護大学学生が，

そ の よ うな 特性 を持 っ て い る こ とを 考 え る と，今後 の

成長が大 い に 期待され る 。 今後， 同様に 看護専門学校

生や短期大学学生と の 比較を さ らに して い く必要が示

され た 。 また 他 の 4 年制看護大学生 と比較す る 事 も有

意義とな っ て くる。

4 ）教育形態別 の ISRO と 性役割パ ー
ソ ナ リ デ ィ の 関

　　連

　二 元配置 の 分散分析 の 結果交互作用が み られ な か っ

た こ とか ら選択 した教育形態 と性役割 パ ーソ ナ リテ ィ

に は 関連が な い こ と が わか っ た 。 ま た選択 した教育形

態 に よ っ て 性役割志向性 （ISRO） は ，相違が あ る こ

と，性役割パ ー
ソ ナ リテ ィ に よ っ て もISRO が違 う こ
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と もわ か っ た
。

そ の こ とか ら， 看護専門学校生 と比較

して 看護大学学生 は，性役割パ ー
ソ ナ リテ ィ と は関係

な く， よ り平等観の 高 い 学生 が所属して い る こ とが わ

か っ た 。 次 に 全 学生 を 対象 に したパ ー
ソ ナ リ テ ィ 分類

別 で は，男性型が女性型 よ りISRO得点 が高い こ とが

わか っ た 。
こ の こ とか ら ， 男性型の 特性を も っ た学生

は，よ り平等観が強い こ とが い え る 。

　以 hの こ とか ら，看護大学 に は看護専門学校 と比較

す る と
，

よ り平等観の 高い 学生が所属 して い る こ とが

わ か っ た。ま た 看護大学学生 は 両性具有型 お よ び 男性

型 の 占め る割合が 他 の 学生と比較すると高 い 傾向が示

さ れ た。 こ の 特性 は，看護が 自立 を 目指す と き大い に

役立 っ もの と推測 さ れ る 。 っ ま り医師に 従属す るこ と

か ら脱皮す る ため に は
一

定 レベ ル の 教育と平等観をもっ

た 看護婦 を養成す る こ と にっ な が る と考え るか らで あ

る 。

　今後，他大学 の 看護大学生 の 傾向や
一

般女子学生 と

の 比較，さ らに は男子学生 との 比較をす る こ と で，看

護系女子学生の 性役割を明確 に して い きたい と考え る。
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